
日程
10月29日（水）

ツアー代金 ※大人・小人同額（小学生以上）

11,000円（税込）

◆支払方法／現金のみ

◆最少催行人数／15名
◆現地係員／同行

◆定員／20名 ◆ガイド／あり
◆昼食／あり

御殿山第一砲台・第二砲台
▼

史跡志苔館跡
▼

函館市北方民族資料館
▼

昼食（小田島水産食品㈱）
▼

函館漁港船入澗防波堤
▼

高田屋嘉兵衛ゆかりの地
▼

函館市青函連絡船記念館摩周丸
▼

若松地区クルーズ船岸壁

16:20 函館駅前解散

〈申込方法〉（株）函館研究所（ツアー催行会社）へ以下のいずれかの方法でお申込みください。
①WEBサイトのフォーム

←Google form

Home pageお問合せ→ ③お電話

②メール

090-3778-5708

hp@hakodateic.com

申込締切日：10月22日（水）

※内訳：バス代・昼食代・傷害保険料

2025年

江戸時代の豪商で北方・蝦夷地の開拓など
数々の業績を残した高田屋嘉兵衛ゆかりの地
を巡ります。地域遺産研究団体の解説付きで
す！（写真：箱館高田屋嘉兵衛資料館）

ロシア帝国からの港湾防衛のため建設された
全国的にも珍しい大規模な軍事土木遺産。
普段立ち入ることができない内部を地域遺産
研究団体の解説付きで特別に見学できます！

若松地区クルーズ船岸壁を見学。
港湾整備では全国初となる取り組みを用い
た現在の高い技術力を学ぶことができます。
函館開発建設部職員の解説付きです！

【行程】
アイヌ民族をはじめとする北方民族に関する
多数の資料を展示する資料館を見学。北方民
族との交易などについて学びます。
地域遺産研究団体の解説付きです！

地域共創インフラツアー（函館編）

日帰りバスツアー

北海道最初期の港湾コンクリート構造物で
ある土木学会選奨土木遺産を見学。当時の
技術力の高さを実感できます。函館開発建
設部職員の解説付きです！

～過去から現代までの歴史を巡る～

本州との交易拠点として長い歴史を持ち、1859年に日本初の国際貿易港として開港した函館。

海洋交流の拠点であることを示す魅力的な地域遺産が現在も数多く残されています。
一方、2023年若松地区クルーズ船岸壁が完成し、観光消費とクルーズ船寄港数の増加が期待されています。
本ツアーでは、函館の海洋交流に関係する地域遺産やクルーズ船岸壁の見学を通して、

海洋都市函館の「歴史」と「いま」を学びます。

青函連絡船廃止まで運
行した摩周丸を活用し
た博物館船を見学。元
船員の解説付きです！

※写真はすべてイメージです

御殿山第一砲台・第二砲台（旧函館軍事要塞）

高田屋嘉兵衛ゆかりの地

函館市北方民族資料館

函館漁港船入澗防波堤

若松地区クルーズ船岸壁

函館市青函連絡船記念館摩周丸

◆昼食塩辛料理

※最小催行人数に満たない場合はツアー中止となります。
※添乗員は同行しませんが、現地係員が同行いたします。

道南十二館の１つである中世の国指定史跡
を見学。遺構付近からは交易の形跡となる
大量の古銭が入った大甕が出土しています。
地域遺産研究団体の解説付きです！

史跡志苔館跡

※塩辛を使用しない
料理もご提供可能です。

8:15 函館駅前集合



●旅行代金に含まれるもの
行程表に明示した運送機関の運賃・料金、ガイド費、昼食、及び消費税等諸税。
これらの費用はお客様の都合により一部利用されなくても原則として払い戻し致しません。
（コースに含まれない交通費等の諸費用及び個人的費用は含まれません）
●個人情報の取扱について
当社は、旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について、お客様との連絡のために利用
させていただくほか、お客様がお申込みいただいた旅行において運送機関等の提供するサービスの手配及び
それらのサービスの受領のために必要な範囲内で利用させていただきます。この場合以外でお客様の同意な
く個人情報を第三者に提供いたしません。
●旅行条件・旅行代金の基準日
この旅行条件は、2025年10月1日を基準にしております。また旅行代金は2025年10月1日現在の有効な運賃・
料金・規則を基準として算出しています。

取 消 日 取消料（お一人様）

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって6日目に当たる日
以降5日目まで（10月24日まで）

無料

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって4日目に当たる日
以降前日まで（10月25日～10月28日）

旅行代金の２０％

旅行開始当日（開始前） 旅行代金の５０％

旅行開始後又は無連絡不参加 旅行代金の１００％

お申し込みの際には、必ず旅行条件書（全文）とコースのご案内（裏面）や注意事項をご理解の上お申し込
み下さい
●募集型企画旅行契約
この旅行は株式会社函館研究所（北海道函館市梁川町21番4号 北海道知事登録旅行業地域―８２９号。以下
「当社」といいます。）が企画・実施する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社と募集型企画旅
行契約（以下「旅行契約」といいます。）を締結することになります。また旅行条件は、下記によるほか、
別途お渡しする旅行条件書（全文）、及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。

●旅行のお申込み及び契約成立時期
（1）電話、当社ホームページでお申込みの場合、当社が予約の承諾の旨通知し、成立するものとします。
（2）E-mail等電子承諾通知を利用する場合は、その通知がお客様に到達したとき成立するものとします。
●旅行代金のお支払い 旅行代金は催行日当日に現金でお支払いください。
●取消料 旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除される時は、次の金額を取消料として申し受けます。

ツアー参加に関する諸注意事項

ご旅行条件（要約）

旅行企画・実施
株式会社函館研究所 北海道知事登録旅行業第地域ー８２９号 〒040-0015 函館市梁川町２１番４号
TEL ０９０－３７７８－５７０８ Email hp@hakodateic.com 営業時間：午前９時～午後９時
総合旅行業務取扱管理者 申 東煥（シン・ドウファン）

・衣服や履き物が汚れる場合があります。
・動きやすい服装と履き物（運動靴など）で参加してください。
・全施設バリアフリー対応はできなく、徒歩移動となりますが、足元が悪い為、スリッパ・サンダル・ハイ
ヒール不可。足腰の弱い方は事前にご相談ください。

・雨天決行時の雨具や防寒具等は各自で用意してください。
・カメラや携帯電話など落下の恐れのあるものは、ストラップ等を着用してください。
・全施設内火気厳禁です。
・見学の際には、北海道開発局職員及び各施設の職員の指示に従って、安全に注意して行動してください。
本人の不注意によるケガ、事故等については北海道開発局及び各施設では一切その責任を負いません。
（※危険防止のため施設見学前の飲酒はお控えください。）

・悪天候や災害等の事由により、施設の見学内容の変更または中止させていただく場合があります。
・本ツアーに現地係員が同行致します。
・ツアーの様子を撮影させていただき、広報用としてHPやSNS等で使用する場合や、報道機関による取材が行
われる場合がありますので、ご承知おきください。

・ツアー終了後にアンケート調査へのご協力をお願い致します。

mailto:hp@hakodateic.com
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